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対象範囲：

対象期間：

報告年月：

報告内容について

本レポートは、株式会社ロッテホールディングス、株式会社ロッテ、ロッテ商事株式会社の活動を基本に紹介しています。
環境パフォーマンスに関わるデータについては、浦和、狭山、九州、滋賀、神戸の5工場を範囲としています。

2016年4月1日～2017年3月31日
※ただし、年次報告以外の活動については、直近のものも含みます。

2017年12月    更新： 2018年1月
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サステナビリティにおいてロッテグループが大切にしていること

昨今、地球規模で進行している社会課題への関心が高まっており、2015年には国連の持続可能な開発目標
（SDGs）が採択され、課題の解決に向け動き出しています。このような状況で、企業はその社会的責任
（CSR）として、「環境」「社会」「企業統治」（ESG）への取り組みが求められています。日本でも2015年
に年金積立管理運用独立法人（GPIF）が国連の責任投資原則（PRI）に署名したことで一気にESGが企業評価
の指標として注目されるようになってきました。

私たちロッテグループは、2018年に創業70周年を迎えます。創業以来、原料や製法、販売促進手法など、こ
れまでにないやり方で新しい価値を生み出し続けてきました。一例を挙げると特定保健用食品のキシリトール
ガムは、歯を丈夫で健康に保つという新しい価値で、社会課題の解決に貢献してまいりました。企業理念であ
る、「私たちはみなさまから愛され、信頼される、よりよい製品やサービスを提供し、世界中の人々の豊かな
くらしに貢献します。」というグループミッションと、大切にすべき価値である「ユーザーオリエンテッド」
「オリジナリティ」「クオリティ」という3つのロッテバリューを追求し続けることを基本とし、あらゆる事
業活動を行っています。

企業理念のもと、持続可能な社会の実現にいっそう貢献するために、事業活動を通じたESGへの取り組みを加
速させ、経済的価値だけでなく社会的価値も併せた、企業価値の持続的な向上を目指してまいります。これか
らも、品質の安全・安心を守ること、食と健康にかかわる新たな価値を積極的に提供し続けること、自然環境
や地域社会と共生すること、そして、お客様をはじめとする多様なステークホルダーと適切に関わることを大
切にして、事業活動を行ってまいります。
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安全・安心の徹底

これまでロッテグループは企業理念のもと、あらゆる製品・サービスにおいて最上の品質にこだわり、安全・
安心を徹底してまいりました。2015年には、ロッテグループにおける食の安全・安心を、統一した見解に基
づき包括的に推進する部署として、品質保証部を設立し、より一層の安全・安心の徹底に努めております。ま
た、ロッテグループの品質へのこだわりは、安全・安心はもちろんのこと、「おいしさ」、「たのしさ」、
「やすらぎ」を提供することで、社会の豊かさの向上に貢献することです。

食と健康への取り組み「ロッテノベーション」

ロッテグループは企業理念に基づいた事業活動を通じて、食によって人々が心身ともに健康であり続けられる
社会の実現に向けて、積極的に取り組んでまいります。こうした考えのもとで進めているのが「ロッテノベー
ション」です。「ロッテノベーション」はお菓子にイノベーションを起こし、人々の食と健康に貢献していく
ことを目指しています。

例えば、2015年に発売した「乳酸菌ショコラ」や「キシリトールオーラテクトガム」は、これまでのチョコ
やガムになかった新しい価値を実現した製品です。「乳酸菌ショコラ」は乳酸菌を生きたままチョコで包みこ
む独自製法によって、乳酸菌をいつでもどこでも手軽に摂るというスタイルを生み出しました。また、「キシ
リトールオーラテクトガム」は、ユーカリ抽出物を配合することで、嗜好品としてのガムに「歯ぐきの健康を
保つ」という機能を付加しました。

引き続き、「ロッテノベーション」で新たな価値を生み出し続けていくために、原料までさかのぼりバリュー
チェーン全体でイノベーションに取り組んでまいります。

自然環境や地域社会との共生

ロッテグループは自然の恩恵を受けて成長し、地域社会の一員として成り立っていることをよく理解し、グ
ローバルにおいて自然環境や地域社会と共存し共栄していく責務があると認識しています。ロッテの各工場で
は、環境マネジメントシステムの国際規格「ISO14001」に準じた活動を通じて、環境負荷の低減に努めてい
ます。また、グローバル企業として成長・発展していくためには、日本国内にとどまらず、海外のグループ会
社や地域社会においても文化や慣習に配慮した事業活動に取り組んでいまいります。

コーポレートガバナンスの強化とコンプライアンスの徹底

ロッテグループは、お客様、お取引先、従業員など多様なステークホルダーに対して、常に謙虚であり、対話
を心掛け、公明正大な企業活動を行ってまいります。ステークホルダーの皆様から信頼される企業であり続け
るためには、健全で誠実な企業経営の継続が不可欠です。私たちは、これからも企業統治体制の整備を進め、
透明性の高い企業経営に努めていきます。

また、ステークホルダーである従業員一人ひとりが働き甲斐をもって、いきいきと活躍できる環境を整えるこ
とが、ロッテグループの企業価値向上の源泉だと考えます。そこで、「いきいき活躍推進室」を設置し、多様
な社員の価値観を尊重し、年齢・国籍・性別を問わず、それぞれの能力を最大限に発揮するための仕組みや制
度づくりを推進していきます。

私たちロッテグループは企業理念に基づいた事業活動を通じて、これからも持続可能な社会の実現を目指して
まいります。本レポートでは、これらサステナビリティに関するさまざまな活動を報告しております。ぜひご
覧いただき、忌憚のないご意見をいただければ幸いです。
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1. 安全で安心できる
高品質の製品・サービスを提供します。

■ 私たちは、お客様に満足していただける製品やサービスを提供します。

■ 私たちは、適切な品質・衛生管理体制を徹底します。

■ 私たちは、あらゆるプロセスにおいて製品の安全に配慮し行動します。

さらに詳しく

2. 正直な企業であり続けます。

■ 私たちは、すべての法令・規定を遵守します。

■ 私たちは、公正で透明性のある取引を行います。

■ 私たちは、高い倫理観に則った企業活動を進めます。

さらに詳しく

3. 情報をお伝えします。

■ 私たちは、常にお客様第一を心がけ、製品やサービスに関する適切な情報を積極的
に提供します。

■ 私たちは、広く社会とのコミュニケーションを行い、必要な情報をタイムリーにお
伝えします。

さらに詳しく

4. 働く人を大切にします。

■ 私たちは、従業員の多様性、人格、個性を尊重します。

■ 私たちは、安全で働きやすい労働環境の整備に努めます。

さらに詳しく
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5. 環境問題を重視しています。

■ 私たちは、グローバルな視点で環境問題に配慮した企業活動を行います。

■ 私たちは、環境負荷の軽減や環境保全を推進します。

さらに詳しく

6. 社会貢献にも積極的に取り組みます。

■ 私たちは、良き企業市民であることを自覚し、奉仕の精神をもって積極的に社会貢
献を行います。

■ 私たちは、企業活動を通して社会と密接にかかわり続け、社会の発展に貢献しま
す。

さらに詳しく

7. 海外でも社会貢献を推進します。

■ 私たちは、国際ルールや現地の法律を遵守するとともに、
現地文化や慣習を尊重し、関係各国・地域の発展に貢献します。

さらに詳しく
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コーポレート・ガバナンス

お客様をはじめとしたさまざまなステークホルダーのみなさまから信頼さ
れる企業であり続けるためには、健全で誠実な企業経営の継続が不可欠で
す。私たちロッテグループは、これからも企業統治体制の整備を進め、透
明性の高い企業経営に努めていきます。

企業理念、行動憲章はこちら

基本的な考え方

コーポレート・ガバナンス体制

ロッテグループにおける経営の意思決定機関は、経営会議と取締役会です。これらの組織はグループ会社の業
務執行を監督する役割も担っています。
また、2004年度には執行役員制度を導入し、経営の監督と執行の分離を進めるとともに、意思決定の迅速化
を図っています。
2017年8月末現在、取締役14名（うち社外取締役2名）執行役員22名体制でグループの経営を担っています。
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リスクマネジメント

さらに、2017年1月1日、ロッテホールディングス取締役会にコンプライアンス委員会を設置しました。これ
によりロッテグループのコーポレート・ガバナンスとコンプライアンスをより強化し、持続的な企業価値向上
を図ります。

経営を監視する体制

ロッテグループでは、監査役が経営を監視する役割を担っています。監査役は、取締役の職務執行を監督・監
視し、法令違反や他の不正行為の防止に努めています。
また、監査部門では、監査部がグループ各社に対して従来から実施していた定期的な監査のほか、必要に応じ
て個別の監査を行い、グループ各社のさらなる経営の健全性向上に取り組んでいます。
こうした内部監査に加えて、外部監査機関による会計監査を実施し、第三者の視点からグループ経営の適法性
を検証するとともに、財務情報の信頼性と透明性の向上を図っています。
また、客観的、中立的な立場から取締役会への助言をいただくことを目的に、社外取締役2名を選任しまし
た。これにより、コーポレート・ガバナンスとコンプライアンスのさらなる強化を図り、経営基盤を磐石なも
のとしています。 2017年度以降も、引き続き内部統制の強化に取り組んでいきます。

ロッテグループでは、各関連部門からの代表者で構成さ
れる「危機管理委員会」が、全社のリスクマネジメント
を統括する役割を担っており、グループ横断的なリスク
管理体制を構築しています。
危機管理委員会では、変化し続けるリスク要因を見直
し、事業活動を行う上で顕在化し得るリスクの防止に努
めるとともに、顕在化した際の被害を最小限に抑えるた
めの対策などに取り組んでいます。
また、お客様の安全・安心をおびやかす品質問題などが
発生した場合に備え、「緊急事態対応マニュアル」を作
成しています。緊急事態対応マニュアルは、定期的に内容
の見直し、改訂を行い、全従業員が迅速かつ適切に行動
できるよう示しています。

基本的な考え方

ロッテグループでは、事故、災害をはじめとする緊急事態が起きたときに
備え、全従業員に「危機管理ガイドブック」を配布し、通読を促していま
す。
また、新入社員や中途採用者など、新たに入社する従業員に対しては、
「緊急事態対応マニュアル」に基づく研修を実施し、不測の事態にも落ち
着いて、適切な行動が行えるよう指導・教育を行っています。

研修風景

従業員への教育・研修
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ロッテグループは、東日本大震災を踏まえて、2012年に「大規模災害対
応マニュアル」を策定しました。本マニュアルでは、地震などの大規模災
害発生時に従業員が安全を確保し、二次災害を防止するなど冷静に行動す
るためのガイダンスを示しているほか、普段の備えについても説明してい
ます。これを危機管理委員会委員と部門長、部署長に配布し、内容を共有
しています。また、災害発生後、事業を速やかに復旧・継続するための
「事業継続計画（BCP）」も併せて策定しました。
「大規模災害対応マニュアル」に沿って非常食や各種備品の確保などを進
めるほか、避難訓練を実施するなどして有事に備えています。避難訓練に
ついては、東日本大震災で得た教訓などを踏まえて、さまざまな想定のも
と、毎回工夫しながら実施しています。また、全従業員に「防災カード」
を配布し、日頃から災害時の対応についての意識づけを図っています。

訓練の様子

大規模災害への対応

AED設置の様子 AED講習

AED（自動体外式除細動器）の設置

当社を訪問されたお客様、地域住民の皆様、従業員に万一のことが起きた場合に備えて、本社と各工場に

AED（※）を設置しています。
いざというときにAEDを正しく操作できるよう、本社、各工場の従業員は、AEDの操作方法や人工呼吸などの
救命措置について消防署の指導を受けています。

※AED：自動体外式除細動器。突然心臓が止まって倒れてしまった人に対し、必要に応じて電気的なショック（除細動）を与
え、心臓の働きを戻すことを試みる医療機器。
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お客様に豊かな生活と夢を提供するために、ロッテグループが取り組んでいるさまざまな活動の中から、５つ
のテーマについて皆様からの質問にお答えします。

国際基準などに則り、原材料の調達から生産、出荷に至る
まで各工程で、品質管理を徹底しています。たとえば、工
場では製品に異物が入らないよう複数の機械で厳重に
チェックしています。

さらに詳しく

商品の食品情報表示欄では、食品安全に関する情報などを
記載しています。アレルギー物質については、表示が義務
づけられている7品目と表示が推奨されている20 品目を記
載し、安心してお召し上がりいただけるよう配慮していま
す。

さらに詳しく
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噛むことからはじめる「健康セミナー」に主催・協賛して
います。
（1）咀嚼が創る健康長寿、（2）マイナス1歳からはじめ
るむし歯予防、（3）歯周病予防のテーマで全国で開催し
ています。

さらに詳しく

お菓子やアイスの生産工程では、加熱や冷却・冷凍が必要
なため多くの電気や燃料を使います。そこで、ロッテの各
工場では、省エネタイプの設備や機器を積極的に導入する
など、省エネの実践に取り組んでいます。

さらに詳しく

パッケージは、お菓子を守るために欠かせないものです
が、食べ終わるとゴミになってしまうのも事実です。その
ためロッテでは、パッケージをできるだけ軽く・薄くする
ことなどでゴミを減らす工夫をしています。

さらに詳しく

ロッテは、従業員一人ひとりが個性や能力を発揮していき
いきと働けるよう、仕事に関する専門知識・技術はもちろ
ん、語学、その他の通信教育など、多様な教育プログラ
ム・研修制度を用意しています。

さらに詳しく
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ロッテ「ガーナチョコレート」の名前に縁の深い西アフリカの
ガーナ共和国。同国の農村地域では、病院が少なく薬や設備も
不足しているため十分な治療が受けられないという問題を抱え
ています。ロッテは、保健施設の建設支援や保健推進員や助産
婦が利用する自転車寄贈などに貢献しています。

さらに詳しく
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ロッテグループでは、グループで定めた企業理念と企業行動憲章を、社員一人ひとりが実践していくことが、
企業の価値向上のみならず、社会の持続可能性（サステナビリティ）への貢献につながると考えています。今
回は、サステナビリティについての学びを深める機会として、（株）クレイグ・コンサルティング代表取締
役・小河光生氏をファシリテーターに迎え、グループ各社から異なる立場の6名の社員が活発な意見交換を行
いました。

（株）ロッテ
生産本部　資材部
資材担当一課

ロッテ商事（株）
営業本部　営業企画部
経営企画担当

（株）ロッテアイス
研究開発部　研究三課
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小河 2016年に企業理念の中に新しくロッテグループミッションが制定されました。まずはグループミッ
ションについて、皆さんが日々の仕事のなかでどう意識されているかをお聞かせいただけますか。

米岡 私はブランドマネージャーという立場で、グループミッションにある「みなさまから愛され、信頼さ
れる、よりよい」製品を提供し、そのブランドだけが持つ独自価値を醸成することを最優先に考え、
日々の仕事に取り組んでいます。

（株）ロッテ
マーケティング統括部
第二商品企画部
チョコ・ビス企画室
ガーナブランドチーム

（株）ロッテホールディングス
経営戦略室　戦略担当

（株）ロッテ
グローバル戦略本部
グローバルマーケティング部

※部署名は座談会実施時のものです。
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藤堂 私も「愛され、信頼される」と「豊かな暮らしに貢献」するという点を意識しています。「愛され、
信頼される」というのは、おいしくてまた食べたくなる安全・安心な製品をお届けし続けるというこ
と。「豊かな暮らしに貢献」は、お客様だけでなくサプライヤーさまも対象にしていると思います。
私はアイスの研究開発の部署で、原料の選定や品質確認にも携わっていますが、原料を適正な価格で
買うことが大事だと感じます。

可兒 藤堂さんが仰っていることに共感します。私はチョコ
レートなどの原料の調達、購買を担当していますが、安
ければいいということではなく、適正な価格で不都合の
ないもの、おいしいものを届けるということを意識して
います。

藤堂 極端に安いものには理由やリスクがありますし、サプラ
イヤーさまに無理を強いても、結局あまり良い結果にな
らないように思います。

可兒 そうですね。お客様はもちろんですが、サプライヤーさ
まからも「信頼される」ことを心がけたいです。

飯田 私が意識しているのも「信頼される」という部分です。グループ全体の管理や仕組みの整備を担当す
る部署に所属しているので、企業自体がどこから見てもきちんと信頼される会社でありたいと思って
います。

真鍋 私は営業機能を担うロッテ商事で菓子部門の利益計画立案・管理や監査を行っていますが、いま力を
入れているのがコンプライアンスや企業ガバナンスに対する意識向上です。これも同じく「信頼され
る」につながる活動ですよね。

グェン みなさんが仰っている通り、信頼は食品メーカーとして
欠いてはならないものだと思います。私の日常業務でい
えば「世界中の人々」も関係が深いです。グローバル戦
略の部署にいますので、海外メーカーや海外の消費者に
も対応します。だから、世界を意識しながら仕事するの
は、私にとっては基本中の基本ですね。

小河 グループミッションの「豊かな暮らし」について、もう少し深くお聞きしたいと思います。「豊かな
暮らし」とひと口に言っても、とても広い意味を持つと思うのですが、皆さんは具体的にはどのよう
な暮らしだと思われますか。

可兒 私の場合は、さきほどお話ししたように安全・良質な原料の調達が業務なので、「豊かな暮らし」と
いうと、安全で良いものが日常的に買えるということですね。
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米岡 私は、単純にお菓子というモノだけを提供するのではなく、召し上がって頂いた一人ひとりの方に、
楽しい思い出や記憶に残る体験をお届けすることだと思っています。

藤堂 そうですね。お菓子やアイスクリームはコミュニケー
ションツールでもあるので、人と人とをつなげていくこ
ともできます。楽しい思いを一緒に乗せていくことがで
きれば、幸せな毎日をつくるパーツになるのではないか
なと思います。

小河 なるほど。お菓子を通じて、家族や友人とこんなときに
こんな場所で食べた、といった思い出を共有・提供でき
る。そんな価値もつくり出せるわけですね。

真鍋 営業部門のミッションは、発売する商品にどのような付
加価値をつけて、お客様に届けるかということです。お
客様が商品を手に取り食べていただかなければ、皆さん
もおっしゃるようなプラスアルファの価値も生まれてき
ません。そういう意味ではお客さまが実際に商品を手に
取る売場などの、食べていただくまでの過程も重要かな
と感じました。

飯田 私が思ったのは、まず皆さんと同じく、製品・サービス
を供した人に、どんな価値を提供できるかということ。
それは時代とともに変わると思います。ロッテの創業当
時はまだ戦後で物資が豊かでなく、甘いものや栄養を提
供すること自体が価値であり「豊かな暮らし」への貢献
だったと思います。今は時代が変わり、安全・安心に加えて、ワクワク感や健康などの付加価値を届
けるのが「豊かな暮らし」への貢献になりますよね。
あとは、藤堂さんが話されたようにサプライヤーさまに適正な利益をもたらすこととか、社員の生活
を保障することなど、そういった企業活動そのものがステークホルダーの「豊かな暮らし」へ貢献す
るという意味もあるかと思います。

小河 「豊かな暮らし」に貢献するために、これから強化していきたい部分はありますか。

米岡 日本に限らず、仕事が少ないところや貧しいところなど
の雇用を創出できるような活動です。プラントでも
ファームでもいいと思いますが、川上の強化がもっと必
要だという気がします。ロッテにとっては人材確保につ
ながりますし、企業と社会双方のWin-Winになる取り組
みではないでしょうか。

可兒 私も、生産者の支援という点でできることはあるように
思います。実は、私が調達している原料も、利益が取れ
なくて辞めてしまう生産者が多く、価格も暴騰している
んです。ロッテがそうした方に手助けや協力をすること
は可能だと考えます。

藤堂 私は、いまだ経験したことのないおいしさ、機能をもった商品をこれからもお客様にお届けできるよ
うに、常に新しいことにチャレンジしていきたいです。
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飯田 製品・サービスについては、おいしさと健康をかけあわ
せて付加価値を提供していくべきだと思います。これか
ら日本だけでなく世界中で高齢化が進み、社会のサステ
ナビリティが危うくなってくると考えられます。この社
会課題に対して、おいしさと健康という価値を提供する
ことが「世界中の人々の豊かなくらしに貢献する」ため
にできることの1つだと思います。
また、その製品やサービスを生み出す企業活動そのもの
にKPIを設定し、PDCAサイクルを回していくことも大切
です。従業員の働きやすさなども目に見えるよう、数値
化し、開示していく必要があるのではないでしょうか。

真鍋 私も労働環境はますます重視されると思います。社員の
ワーク・ライフ・バランスを保てる環境づくりをすることで、私たち働く人間が積極的に活躍したい
と思える会社をつくっていけると思います。

小河 本日はみなさんの話をお聞きして、さまざまなステークホルダーを見据えてお仕事をなさっている印
象を強く受けました。今後に向けた取り組みについても、サステナビリティを意識した素晴らしい施
策が数多く挙げられたと思います。本日はありがとうございました。

座談会ファシリテーター
（株）クレイグ・コンサルティング 代表取締役
小河 光生
早稲田大学卒業後、大手自動車関連メーカーを経て、ピッツバーグ大学経営学修士（MBA）取得。三和総合研
究所、PwCコンサルティングに在籍し、2004年に独立。株式会社クレイグ・コンサルティングを設立。
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昨今、企業が果たすべき大きな責任として、本業を通じて社会の期待や要請に応え、社会課題の解決に貢献し
ていくことが求められています。
食の分野においては、健康に対する意識向上や少子高齢化、食生活の多様化といった社会変化を背景に、「お
いしい」だけでなく「体にいい」ものを「手軽に」摂りたいというニーズが高まっています。菓子メーカーで
あるロッテも、こうしたニーズに応えるための研究・製品開発に力を入れています。時には他分野の企業とも
協働し、ロッテが大切にしてきたおいしさを軸に、食における新しい価値を生み出すイノベーション―「ロッ
テノベーション」を積極的に推進しています。
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ロッテはガムを中心として成長してきた菓子
メーカーとして、ガムのさまざまな特長に注目
し、単なる嗜好品としてだけではなく付加価値
をもたせる研究に力を入れてきました。そうし
た成果の一つとして、歯垢の生成を抑え、歯ぐ
きを健康に保つユーカリ抽出物を配合した「キ
シリトールオーラテクトガム」を開発。「嗜好
品としてのガム」に、「歯ぐきの健康を保つ」
という新たな機能を付加し、みなさんの毎日の
生活をより豊かにしていきたいと考えています。

「キシリトールオーラテクトガム」を商品化する際に、最も苦労したのは「機能性」と「おいし
さ」の両立です。いくら歯ぐきの健康を保つとしても、おいしくなければくり返し召しあがっては
いただけません。この点には菓子メーカーとして徹底的にこだわり、ユーカリ抽出物の苦味を抑え
る技術を開発することで、「おいしさ」を損なうことなく必要な量を入れることができました。今
後も世の中の役に立つ商品を生み出し、それをゴールとせず、さらにまた新しいものを作っていき
たいと考えています。
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消費者の摂りたい成分として、上位にあがる
「乳酸菌」。ロッテではお菓子と乳酸菌を組み
合わせることで、新しい価値を提供することが
できないか、検討を続けてまいりました。その
結果生まれたのが「乳酸菌ショコラ」シリーズ
です。乳酸菌をチョコレートで生きたまま包む
ロッテ独自の製法により、常温で持ち運べて、
時間や場所を選ばず気軽に食べることができま
す。これによって、乳酸菌を“生きたままいつで
もどこでも摂れる”という新しい価値を社会に提
供することができました。

これからも、既成概念にとらわれず、消費者の
みなさまの目線に立った商品を生み出すための
研究を続けていきたいと思います。
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ロッテグループは企業理念に基づき、
持続可能な社会の実現に向けたさまざまな活動に取り組んでいます。

ここでは、2016年4月から2017年3月までに取り組んだ活動をご紹介します。

2016年1月から開始したロッテグループ横断型の社
内表彰制度「ロッテアワード」は、ロゴマークも社
員のデザインから選び決定しました。
ロッテ、銀座コージーコーナー、メリーチョコレー
トカムパニーの各デザイン担当者の制作したロゴ
マーク案へ社員の投票を実施し、その結果、メリー
チョコレートカムパニーの制作したデザインが選ば
れました。
デザインコンセプトは、勝利と栄光のシンボルであ
り、勝者や優れた人物にささげられる月桂樹の冠
で、表彰制度を表現。また「情熱の赤」「堅実の
黒」「繁栄の金」の3色で構成し、「ＡＷＡＲＤ
2016」の文字は、ＬＯＴＴＥのロゴになじむように
デザインされています。

2016年度のロゴマーク
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開発途上国では、飢えや病気のため、多くの子ども
たちが命を落としています。就学期の児童6600万人
が栄養不足の状態にあり、空腹のため、注意散漫に
なりやすく、勉強に集中することができず、さらに
6700万人は労働の担い手になるなどして、学校に通
うことすらできないと言われています。
そこで特定非営利活動法人　国際連合世界食糧計画
ＷＦＰ協会（国連ＷＦＰ）は開発途上国の学校にお
いて、子どもたちの健全な発育と就学率の向上を目
指す「学校給食プログラム」を実施しています。学
校給食プログラムの目的は、貧しい子どもたちが栄
養価の高い食事を食べ、教育を受けられるよう後押
しすることです。
ロッテは国連ＷＦＰの「レッドカップキャンペー
ン」に参加、国連ＷＦＰがガーナ共和国で行う、学
校給食プログラムを支援しています。2016年5月10
日、国連ＷＦＰ事務局長鈴木邦夫氏が来社され、本
取り組みについて感謝状をいただきました。今後も
菓子を通して国際貢献活動を実施していきます。

近年の『食の安全・安心』に対する意識向上に伴って、ロッテではFSSC22000認証取得の推進を決めまし
た。FSSC22000とは世界70か国の流通・食品大手約400社が組織したCGF（Consumer Goods Forum）が策
定したGFSI（Global Food Safety Initiative）により求められている認証規格の一つで、ISO22000をベース
に追加要求事項を加え、更にフードディフェンス等食品安全対策についても定めた世界標準の食品安全規格で
す。取得対象工場は浦和、狭山、九州、滋賀の4工場で、2017年度中の取得を目指し、より安全・安心な商品
を提供するための体制強化をしてまいります。
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ロッテでは、グループ社員がどのような思いで日々
働いているのかを把握し、より良い職場づくりの一
助とするために、2016年6月に「社員意識調査」を
実施しました。これは、2013年の実施に続く2回目
です。
今回は、ロッテリア、銀座コージーコーナー、メ
リーチョコレートカムパニーもあわせて調査を行い
ました。
結果は社内報で報告したほか、各職場で「職場開発
ガイダンス」を開き、調査結果のフィードバックを
行いました。
一人ひとりが生き生きと活躍できる職場づくりの
きっかけとしたいと考えています。

ガイダンスの様子

ロッテでは創業70周年に向けた取り組みの一環とし
て、2016年1月に社内向けに、企業理念のポスター
やリーフレットを新たに作成しました。それに続
き、企業理念をより詳しく、より分かりやすく解説
した従業員向けの「企業理念ウェブブック」を公開
しました。
「企業理念ウェブブック」では、ロッテの社名の由
来となった「若きウェルテルの悩み」に登場するヒ
ロイン"シャルロッテ"がナビゲーターとなり、コー
ポレートメッセージと企業理念を解説しています。
　また、生産現場などパソコンがない環境や一部の
グループ会社には、同じ内容の製本版も用意しまし
た。
従業員一人ひとりが、創業の精神を忘れることな
く、企業理念に即した業務を遂行するための一助と
したいと考えています。
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2017年1月19日、ロッテと埼玉県狭山市は「災害時
における菓子類の供給協力に関する協定」（防災協
定）の調印式を狭山市役所で行いました。
防災協定とは、災害発生時において自治体と民間企
業が人的・物的支援について定めたものです。今回
の協定では、災害対策基本法で定義された災害の発
生の恐れがある場合、ロッテ狭山工場から狭山市に
対して菓子類を供給する手続きなどについて定めま
した。
また、2017年6月には、滋賀工場のある滋賀県近江
八幡市と、九州工場のある福岡県筑後市とも、防災
協定を締結しました。
これからも地域との共生を目指し、地域社会の一員
として地域への貢献に積極的に取り組みます。

埼玉県狭山市との調印式
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品質への取り組み

ロッテグループは、製品が安全・安心で高品質であるこ
とはもちろん、その上で「楽しさ」「おいしさ」「やす
らぎ」の付加価値が感じられることも大切な品質基準の
一つと考え、製品づくりに取り組んでいます。
こうした考えのもと、「みなさまから愛され、信頼され
る、よりよい製品やサービスを提供し、世界中の豊かな
暮らしに貢献します」というロッテグループミッション
の実現に向けて、企画・開発から、生産、輸送、販売に
至るすべての段階でお客様にご満足いただける品質を実
現するための取り組みを行っています。

基本的な考え方

品質・安全管理

ロッテは、品質マネジメントシステムの国際規格ISO9001（※）および食品製造時の衛生管理手法HACCP（※

※）に則り、原材料受入れから生産、出荷に至るまでの各工程において厳重な品質管理を行っています。また

環境マネジメントシステムの国際規格ISO14001（※※※）に基づき、環境への配慮も行っています。
とりわけ、生産段階における品質管理の徹底には力を入れています。各工場の生産技術課が中心となって品
質・衛生状況を管理・監督しており、主要な生産品目ごとに品質方針を定め、製品の安全・安心・高品質の確
保に努めています。また、ロッテにおける食の安全・安心を、統一した見解に基づき包括的に推進する部署と
して、品質保証部を設けています。
お客様から寄せられるお問い合わせやご意見のうち、品質や安全性に関するものについては、各工場、中央研
究所、品質保証部が連携し、適切に対応し、問題があった場合には再発防止を図ることで、品質・安全性の維
持・向上に努めています。
品質保証部では、2016年度から、工場に対する定期品質監査を行っています。ロッテ5工場（浦和・狭山・九
州・滋賀・神戸）およびロッテグループ会社（メリーチョコレート・銀座コージーコーナー）の工場を対象
に、共通の基準に基づいて品質保証体制を確認しています。
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※ISO（アイエスオー）9001：組織が品質マネジメントシステムを確立、実施、維持し、その有効性を継続的に改善するため
の国際的な認証規格

※※HACCP（ハセップまたはハサップ）：食品の原料の受入れから製造・出荷までのすべての工程において、危害の発生を防
止するための重要ポイントを継続的に監視・記録する衛生管理手法

※※※ISO（アイエスオー）14001：組織が企業活動を行う際、環境に及ぼす影響を最小限に留める事を目的に定められた国
際的な認証規格

ISO9001・HACCP認証取得状況

浦和・狭山・九州・滋賀工場は、2000年にISO9001およびISO14001の認証を取得しています。
また、浦和・九州・滋賀・神戸工場では、アイスクリームの製造に関し、HACCP認証を取得しています。これ
は、アイスクリームを含む乳製品が、食品の製造・加工の工程を厚生労働省が承認する総合衛生管理製造過程
承認制度の対象食品であることによるものです。

エアーシャワー 吸引式毛髪・塵埃除去機

工場の衛生管理状況の確認、工場間の情報共有、問題発
生の予防などを目的として衛生点検を実施しています。
衛生点検での指摘事項については直ちに改善し、次回点
検時に改善が継続されているのを再確認しています。

ロッテの工場では、主に4つの衛生点検を実施していま
す。
1.工場の生産現場の衛生管理担当による衛生点検
2.工場長・部署長による衛生点検
3.本社社員による衛生点検
4.本社品質保証部による衛生点検（定期品質監査）

衛生点検の様子

衛生管理

ロッテの各工場では、製品の安全・安心を確保するために、徹底した衛生管理を行っています。

1. 異物混入対策

工場では商品への異物混入防止施策を重点的に実施しています。
生産現場への入室時には、手洗い・アルコール消毒はもちろん、空気の噴射による「エアーシャワー」、掃除
機のように吸い取る「吸引式毛髪・塵埃除去機」、「粘着ローラーがけ」の3重の工程を経て、衣服に付着し
た毛髪やホコリなどの異物を取り除いています。
また、製造工程においては、金属検出器、エックス線検査装置、画像処理装置など複数の異物検出装置を用い
て商品の安全性を確保しています。

粘着ローラーがけ

2. 衛生点検の実施
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品質管理を支える社内ネットワークの構築

ロッテは、発売されるそれぞれの商品について、企画開発の段階から「市場」「製品」「検査規格」「製造関
連」などに情報を分類・記録し、イントラネットを通じて、研究、開発、工場、営業、宣伝などの各部門で共
有する体制を整えています。この情報をもとに複数の部門が何重ものチェックを行うことで、品質管理の厳密
性を高めています。

ユニバーサルデザインへの取り組み

容器包装には、本来、「内容を伝える」「品質を守る」という2つの役割があります。ロッテの容器包装は、
（1）中に入っている商品がわかりやすいこと、（2）お客様に届くまで品質を保持できること、（3）楽しさ
が伝わること、の3点を基準としています。
さらに、すべての方々にとって使いやすく、わかりやすい容器包装・表示をめざし、ユニバーサルデザインの
観点から開発に取り組んでいます。2014年度には、開発に当たって配慮すべきことをまとめた「ロッテ ユニ
バーサルデザイン基準」を制定しました。「ひとにやさしいパッケージ」を包装設計方針として掲げ、より良
い包装・デザイン開発を進めています。

27 LOTTE SUSTAINABILITY REPORT 2017



＜「ガーナ」「アーモンドチョコレート」「カスタード
ケーキ」など＞

裏面表示の読みやすさ向上と誤読防止のために、書体
にさまざまな工夫が施されたユニバーサルデザイン
フォントを、「ガーナ」「アーモンドチョコレート」
「カスタードケーキ」などの商品包装で採用していま
す。

ロッテ　ユニバーサルデザイン基準

開け方がわかりやすく、開けやすいパッケージ

表示がわかりやすく、見やすい

過度な誇張や演出を抑え、誤解なく商品内容が伝わる表現

商品を扱う時も安全性が高いこと

使い終わったパッケージをつぶしやすくする

ユニバーサルデザインフォント使用

ユニバーサルデザインフォントは、文字としての美しさを損なわずに、より小さなサイズでも「文字のか
たちがわかりやすく」「読みまちがえにくく」「文章が読みやすい」ことをめざして、工夫し開発された
書体です。

一般的な書体（新ゴ）とユニバーサルデザインフォント（UD新ゴ）の比較例

株式会社モリサワのホームページより転用（http://www.morisawa.co.jp/fonts/udfont/）
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＜開封性改善＞

・「ブラックブラック(粒）ワンプッシュボトル」

ワンプッシュボトルの押しボタンの構造を改善。
押す位置の視認性を向上するとともに、押したと
きに力点に指が当たりやすいように段差をつけま
した。

・「爽」

開封つまみを左下隅から手前中心に変更。フタに
力が伝わりやすくなり、より開けやすくなりまし
た。

ユニバーサルデザインへの取り組み

＜廃棄性向上＞

・「ガーナ生チョコレート」

カートンの底面と側面にミシン目を配し、箱を潰しやすくしました。
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コンプライアンス確保への取り組み

基本的な考え方

ロッテグループでは、法令を遵守することはもちろん、倫理的に正しく、正直な行動を実践する企業であるこ
とを基本としています。
従業員全員が共通の行動基準に基づいて業務を執行できるよう、2008年にはその指針となる行動憲章を策定
しました。この行動憲章をロッテグループ全体に浸透させ、グループ全体でのコンプライアンス意識の向上を
図るために、全社員にコーポレートメッセージ、企業理念、行動憲章をまとめた小冊子を配布し、さらにパネ
ル化して各部署に掲示しています。
このほか、朝礼時に各部署で企業理念を週1回以上唱和し、理念の周知徹底を図っています。

企業理念、行動憲章はこちら

社内通報システムの設置

従業員が、法令違反などの不正行為や、パワー・ハラスメントなどの倫理違反をはじめとするコンプライアン
ス上の問題を発見した際の相談窓口として、法令違反相談窓口「クリーンライン」を2006年より運営してい
ます。
この制度は、ロッテグループの従業員（正社員、契約社員、派遣社員、嘱託社員、パート・アルバイト）が法
令違反に気づいた際に、社内担当窓口に手紙や電子メール、電話で直接相談できる仕組みです。相談内容につ
いては、事実を調査した上で是正措置を取り、その後、改善したかどうかを確認しています。また、対応に当
たっては通報者のプライバシー保護に努めるとともに、通報による不利益が発生しないよう細心の注意を払っ
ています。

2014年度 2015年度 2016年度

重大な不正行為 なし なし なし

このほか、職場でのセクシャル・ハラスメントを防止するため、1999年に専用の相談窓口「ロッテグループ
セクハラ相談窓口」を設置し、電話での相談を受け付けています。
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情報の適切な管理・運用

ロッテグループは、セキュリティポリシーに基づき、「情報セキュリティマネジメント委員会」を設置して、
お客様や従業員の個人情報、技術に関わる機密情報を保護・管理しています。
情報セキュリティマネジメント委員会は、従業員が情報や情報システムに関する方針を遵守しているかどうか
を監視する役割も担っています。2016年度には、同委員会が主導して標的型攻撃メール訓練を行いました。
この結果報告を兼ねた注意喚起を2017年度中に行う予定です。

2014年度 2015年度 2016年度

違反行為 なし なし なし

コンプライアンス研修の実施

ロッテグループは、法令や社会規範を遵守した、公正で透明な取引を徹底するために、従業員を対象としたコ
ンプライアンス研修を行っています。2016年度は、前年度に引き続き、グループ会社の新入社員を対象に、
DVDなどの教材を使用した研修を実施しました。
今後も従業員を対象に、計画的にコンプライアンス研修を継続していきます。

表示関連法規・基準の遵守／商品表示・広告宣伝への配慮

ロッテグループは、商品パッケージの表示や広告宣伝活動に当たって、「お客様に信頼される表示・表現」を
めざしています。関係法令を遵守することはもちろん、安全性・人権問題・環境問題・社会的倫理性などに留
意しながら、適切な表示・表現となるよう細心の注意を払っています。

知的財産の保護（発明補償制度の導入）

ロッテグループでは、自社の知的財産を重要な資産であると認識し、適切に使用するとともに、他者の知的財
産についても、侵害することがないよう細心の注意を払っています。また、社員の発明を助長奨励し、社業の
発展に資するために、社内の発明に対する「発明補償制度」を設けています。
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製品表示での取り組み

お客様とのコミュニケーション

表示が義務づけられている7品目
卵、乳、小麦、えび、かに、そば、落花生（ピーナッ
ツ）
表示が推奨されている20品目
あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キ
ウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、大
豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、
りんご、ゼラチン

※2015年4月に食品衛生法、JAS法、健康増進法の表示に関する部
分を集めて「食品表示法」が施行されました。

わかりやすい表示例

アレルゲン情報表示欄

食品情報の表示

ロッテは、食品表示法で表示が義務づけられている情報はもちろんのこと、お客様の関心が高い食品安全に関
する情報や安心してお召し上がりいただくための注意事項を商品に記載するよう努めています。
中でもアレルギー表示に関しては、重篤度・症例数の多さから法令で表示が義務づけられている特定原材料7
品目に加え、過去に一定の頻度で健康被害が見られるものとして表示が推奨されている20品目について含有の
有無などを記載し、アレルギーのある方にも安心してお召し上がりいただけるよう配慮しています。表示方法
についても、よりわかりやすくなるよう随時変更しています。

基本的な考え方

お客様にご満足いただける商品やサービスを提供し続けるためには、お客様の声に耳を傾け、お客様との対話
をより深めていく取り組みを継続していくことが重要です。
こうした考えのもと、ロッテグループはお客様から寄せられたご意見・ご要望を真摯に受け止め、迅速かつ適
切な対応に努めています。
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また、より多くのお客様にロッテの商品を知っていただき、安心して最もおいしい状態でお召し上がりいただ
くために、商品に関する情報発信も積極的に行っています。

お客様相談室の設置

ロッテは、お客様からのお問い合わせやご相談にお応えする窓口として、1994年よりお客様相談室を設置し
ています。
電話や郵便を通じてお客様相談室に寄せられたご意見・ご要望は、社内関連部署で共有し、製品の開発・改
良、サービスの改善に役立てています。また、お客様からよくいただくご質問とその回答は、ホームページ上
で商品分類別に掲載しています。

2014年度 2015年度 2016年度

お問い合わせ件数（千件） 30 30 28

今後も、お客様のご意見・ご要望を真摯に受け止め、お客様に喜んでいただける商品づくりに努めていきます。

お客様対応のフロー図

※お問い合わせ内容が専門的な場合は、お客様相談室から社内各部署へ調査を依頼し、お客様相談室より回答・対応していま
す。

お菓子を通じて、暮らしをいっそう楽しく、豊かにしていただくために、
ロッテではお菓子に関するバラエティに富んだ情報を発信しています。
お客様に向けては、ロッテホームページにおいて、商品の紹介や商品に関
するQ&A、お菓子を使ったレシピ、お菓子に関する豆知識など、多彩な情
報を掲載しています。
2016年6月に、ロッテグループ各社の商品やキャンペーン情報などを一つ
のアプリでチェックできる新サービス「ロッテアプリ」の提供も開始しま
した。
2017年2月には、無料通話・無料メールアプリ「LINE」（ライン）に公
式アカウントを開設し、子どもから大人までの幅広い世代に向けて、SNS
を通じた定期的な情報発信を開始しました。このほか、ロッテとグループ
会社の情報をさまざまな形で紹介するために、社外広報誌「Shall we
Lotte」も年4回発行しています。

ロッテアプリ

お客様への情報発信
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また、流通業の皆様向けには、お客様からご質問があった場合に役立てて
いただけるよう、パンフレット「ロッテプレス」を発行しています。当社
の商品を販売いただく皆様へもさまざまな情報を発信することによって、
店頭でもお客様にロッテ商品の正しい情報を得ていただけるように努めて
います。

『Shall we Lotte』
（2017年春号）

エンジョイイースター 七夕限定 エンジョイハロウィン

「乗っけるだけのキスチョコおばけの
プチケーキ」

（2017年9月現在のレシピです）

インスタグラムで紹介している「雪見だいふく ご当地レシピ」

お菓子を通じたコミュニケーション

お菓子を日常のコミュニケーションに活かしていただけるように、季節の行事に合わせたデザインの商品を開
発し、発売しています。例えば、イースター、ハロウィンなどの時期には複数の商品のパッケージを共通のデ
ザインにし、パッケージ自体にも遊べる要素を取り入れて、行事を身近に感じられるような工夫を加えている
ほか、販売店舗の皆様と協力して、店頭での季節感の演出にも継続して取り組んでいます。
さらに、お菓子を通じて感謝や出会いのメッセージを発信いただける商品も提供しています。一例が、母の日
にカーネーションと赤いガーナをプレゼントしようという「母の日ガーナ」の提案です。『ガーナミルク』で
は、パッケージに白いスペースを設けて、メッセージを書き込めるデザインの商品も販売しています。
これからも、お菓子を通じてコミュニケーションを深めていただけるような多様な商品を開発していきます。

お菓子の世界を広げるレシピを紹介

当社のお菓子をさらに楽しんでいただけるよう、ホームページに「手づくりおかしレシピ」のページを設け、
アイスクリーム、チョコレート、ビスケットを組み合わせた多彩なアレンジレシピを紹介しています。中でも
ガーナミルクの「手づくりスイーツレシピ」は、バレンタインデーシーズンに多くのお客様に活用いただいて
います。
また、「雪見だいふく」について、2016年度に写真共有アプリ「インスタグラム」の公式アカウントを開設
し、「雪見だいふく ご当地レシピ」などの楽しみ方を紹介しました。今後も新しいメディアとの連動に取り
組んでいきます。
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おいしいチョコレートを使った新しいメニュー開発にも取り組んでいま
す。この一環として、チョコレートを調味料としても普及させ、新たな食
シーンを創造する取り組みを「チョコごはん」と名づけて展開していま
す。
例えば、バレンタインデーやホワイトデーの時期には、麺屋武蔵グループ
でつけ麺の「つけガーナ」など、専門家の協力を得て開発したメニューを
提供していただきました。

2016年5月、「世界食品オリンピック」とも形容される権威ある食品品評
会「モンドセレクション」において、当社の「キシリトール　オーラテク
トガム＜クリアミント＞ファミリーボトル」が健康食品部門で最高金賞
を、「スイーツデイズ　乳酸菌ショコラ」が食品全般部門で金賞を受賞し
ました。両商品は、2017年にもそれぞれ同賞を2年連続で受賞しました。
最上の品質を究めることを企業理念に掲げるロッテグループの姿勢が評価
されたものと考えています。

お菓子の新しい可能性に挑戦

モンドセレクションで連続最高金賞を受賞

個人情報の保護

ロッテでは、お客様の個人情報について、適正な方法で取得するとともに、「個人情報の保護に関する法
律」などを遵守し、適正な保護・維持・管理を徹底しています。
具体的には、個人情報に関する管理責任者を置き、個人情報データベースなどへのアクセス権を限定し
て、社内においても不正な利用がなされないように管理しています。また外部への不正流出、紛失、破
壊、改ざんを防止するために、厳重なセキュリティ対策を実施しています。

2014年度 2015年度 2016年度

個人情報の紛失、漏洩など
の発生事例

0件 0件 0件

個人情報保護に関する当社の姿勢は、ホームページにおいて「プライバシーポリシー」「ソーシャルメ
ディアポリシー」として公開しています。
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従業員への取り組み

基本的な考え方

企業活動を支えるのは従業員です。ロッテは、従業員一人ひとりが、自分らしく前向きにいきいきと働くこと
ができる職場環境づくりと、自己実現できる企業風土の整備に力を入れています。
また、自ら成長しようと努力する従業員の能力向上をサポートするため、教育・研修体制の充実を図っていま
す。

人事ポリシー（基本方針）
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人事制度

ロッテは、人格や個性を尊重し、人種、性別、年齢、障がいなどによる差別のない人物本位の雇用・登用に努
めるとともに、成果主義（目標管理制度など）に基づく公正な人事処遇を実践しています。

役割（仕事・責任）に見合った処遇
成果（プロセス・結果）に応じた報酬
公平・公正な成果・能力の見極め

求める人材像

従業員の雇用に当たっては、「お客様を第一に考え、夢ふくらむ商品やサービスを提供する」という永遠のポ
リシーを飛躍させるために、「多様性」「自主性」「創造力」「情熱」「ビジョン」を持ち続ける人材を採用
し、育成に取り組んでいます。

多様性　 ：　様々な価値観を融合させ、新たなものを作り出す人
自主性　 ：　自分で考え責任を持って行動する人
創造力　 ：　固定観念にとらわれず様々な視点に立って、新しいアイデアを追及する人
情熱　　 ：　何事にも挑戦し、最後までやり抜く人
ビジョン ：　将来を見通して何をしなければいけないのかを考える人

2016年度の雇用状況（ロッテグループ：2017年3月現在）

男性 女性 合計

従業員数（人） 2,852 1,248 4,100

平均年齢（歳） 39.1 35.9 38.0

新入社員数（人） 69 55 124

教育・研修制度

ロッテは、一人ひとりが個性や能力を最大限に発揮し、いきいきと働くことを目的として、さまざまな教育プ
ログラムや研修制度を整備し、主体的に自分自身の成長に向けて努力する社員を惜しみなく支援しています。
社員向けに、部門別の専門研修やOJT、年次別研修といった仕事に関するスキルアップを支援する制度から、
昇格者に対してのマインドセットや節目で今後のキャリアを考える研修、語学力強化研修（英語、韓国語、
TOEICなど）、自己選択型のチャレンジスクール、通信教育まで幅広く整備し、それぞれの目的や目標に応じ
て参加・選択できるようにしています。
また、女性に活躍してもらうための女性リーダー研修も実施しています。
グローバル人材の育成については「海外研修制度」も設けています。この研修では、応募者の中から選抜され
た研修生が、国内研修で経営感覚と語学を修得した後、現地研修で各国の事業環境や市場の研究に取り組みま
す。
なお、こうした教育・研修制度は、より効果的な成果を得るために適宜見直し、改善や拡充を図っています。

これらの取り組みにより、各種研修（※）への社員の参加率はのべ77％以上に達しています。（2016年度）

※株式会社ロッテ人事部・ロッテ商事（株）・（株）ロッテアイス主催の研修による
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社員研修体系

専門スキル向上を支援する認定制度

ロッテでは2005年から、技術、専門知識の向上と職場の活性化を目的として、各工場の技能、専門知識が優
れている社員を「マイスター」として認定する制度を設けています。
マイスターは、年1回、工場責任者の推薦に基づき、認定委員会の審査で認定され、マイスターマークの使用
を認められます。日常業務の改善、後輩育成などに積極的に取り組むことで、周囲の社員の手本となることが
期待されています。

インドネシアは国民の8割近くがイスラム教徒（ムスリム）といわれてお
り、現地のグループ会社・ロッテインドネシア社のブカシ工場では、ムス
リムの従業員が働きやすいような環境づくりに取り組んでいます。教義に
定められている一日5回のお祈りのうち、正午と午後のお祈りの時間が操
業時間と重なることから、正午はラインを完全に停止して食事とお祈りの
両方の時間がとれるようにしているほか、午後も交代でお祈りができるよ
う、シフト上の配慮をしています。また、工場内には礼拝所を設けていま
す。
これに加えて、ケータリング会社と契約し、社員食堂のメニュー全てをハ

工場内に設けている礼拝堂

ダイバーシティの推進

ロッテは、ダイバーシティ（多様性）を尊重し、さまざまな個性を持った従業員一人ひとりが活躍できる場の
拡大に努めています。2016年にダイバーシティを推進する部署「いきいき活躍推進室」を設置しました。まず
は職場で働く従業員の意識をモニタリングし、「働きがい」と「働きやすさ」の両面から活躍を後押しする環
境を整えていきます。

イスラム教徒（ムスリム）の従業員が働きやすいように配慮
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ラル（※）対応のものとしています。

※ハラル：イスラムの教義に照らし合わせて合法であるもの

社員食堂

従業員の健康管理

ロッテは、従業員が心身ともに健康でいきいきと働けるよう、従業員の健康づくりに積極的に取り組んでいま
す。
法定健診、ストレスチェックのほか、人間ドッグやがんPET検査、産業医による保健指導といった保健サービ
スを整備しています。よりきめ細かいケアを受けられるよう、今後もサービスの充実を図っています。

ライフワークバランスの確保

ロッテは、一人ひとりが、仕事と生活を両立して公私ともに充実した日々が送れるよう、ライフワークバラン
スに配慮した制度の拡充に努めています。
その一環として、社員に対し週1回のノー残業デー設置により長時間労働の抑制を図っているほか、法定以上
の日数を取得できる産前産後休暇や育児休業の設定、また、育児・介護休業あるいは時短勤務（勤務時間の短
縮）の取得促進に取り組んでいます。
こうした施策が女性社員の活躍推進にもつながっており、2017年3月現在、男女での勤続年数に差はなく、新
卒採用においても女性社員の比率が40％を超えています。

ロッテグループでは、以前から会社や事業ごとに社員の優秀な取り組みを
表彰してきました。これを2016年からグループ横断型の表彰制度「ロッ
テアワード」として統合し、毎年表彰を実施しています。
「ロッテアワード」では年に1回、企業理念のロッテバリューである
「ユーザーオリエンテッド」「オリジナリティ」「クオリティ」を体現し
ている事例を評価し、優れた事例を表彰します。これにより、社員一人ひ
とりの企業理念への理解とその体現を促進することで、ロッテグループ
ミッションの実現を目指します。

従業員のモチベーション向上

ロッテは企業理念の浸透とそれに基づいた行動を促進し、従業員一人ひとりが意識や行動力を高め、ロッテグ
ループミッションである「世界中の人々の豊かな生活に貢献する」ことの実現を目指します。下記の取り組み
などを通じて、全従業員への企業理念の浸透とモチベーション維持・向上を図っています。

グループ横断型の社内表彰制度「ロッテアワード」
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≪受賞会社・部署≫

社・部署 件名

（株）メリーチョコレートカムパニー
プレミアムセレクションBOXの開発（C.C.C.アワード受賞チョコ

レート）（※）

（株）千葉ロッテマリーンズ ファンサービス改革について

ロッテ商事（株）
LSPによる競争戦略の実現とLICの導入によるパートナーシップの深
化

（株）ロッテ　マーケティング統括部
環境変化に対応したフォーカストレンドの抽出とマーケティングロ
ジックに基づいたブランドポートフォリオ戦略の構築について

※ C.C.C.アワード： フランスで権威あるショコラの格付け「クラブ・デ・クロクール・ド・ショコラ（C.C.C.）」よりトップ
ショコラティエに与えられる栄誉ある賞。メリーチョコレートのプレステージブランド「トーキョーチョコレート」は、
2016年には日本のメーカーで唯一、本賞を受賞した。
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環境保全への姿勢を「環境方針」に定めるとともに、ISO14001に基づく環境経営を推進しています。

環境方針

ロッテの事業は、自然の恩恵を受けて成長してきました。だからこそ私たちは、自然とともに生きる企業であ
ることを自任し、地球環境を守る取り組みを続けています。そうすることが、永遠に親しまれる企業となるこ
とにつながると考えています。
この姿勢を表明するものとして、2000年に、「ロッテの環境方針」を定めました。この方針に基づき、製造
時はもちろん、製品開発や物流など事業活動の全段階において、環境保全に取り組んでいきます。

株式会社ロッテは地球環境の保全が地球に存在する全ての生命の存続に係わる最重要課題として捉
え、人類も地球社会の一員であることを深く認識し、地球環境の継続的な改善に努力して、永遠に
「お口の恋人ロッテ」として親しまれる会社であることを目指します。

地球環境の保全を第一に、自然資源の有効活用、自然との共生に努め、以下の方針に基づき環境対策
を推進する。

企業活動が地球環境に及ぼす影響を把握し、環境負荷を考慮した「健康で夢のある商品」を提供する企業
活動を行う。

環境関連法規を遵守するとともに、自主管理基準を制定して環境保全を推進する。

環境目的・環境目標を定め、継続的な環境に対する改善と汚染の予防に努める。

環境教育・社内広報活動により、社員の環境問題に関する意識の向上を図る。

内部環境監査を実施し継続的に環境保全活動を改善する。

環境方針は要請に応じ一般に公開する。
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環境への取り組み
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環境マネジメント

基本的な考え方

ロッテは、環境マネジメントシステム（EMS）の国際規格「ISO14001」に準じた活動を通じて、環境負荷の
低減に努めています。
また、EMSがより実効的なものとなるよう環境監査を実施するとともに、従業員を対象とする教育・啓発活動
にも取り組んでいます。

ロッテは、各工場がISO14001に則った環境負荷低減活動
を実践し、品質保証部がその取りまとめを行うという体
制のもと、環境保全活動を推進しています。
各工場では、工場長をトップとした環境管理体制のも
と、工場の状況や実態に則した運営を行い、環境負荷の
低減に取り組んでいます。
品質保証部は、全体のEMS運営管理業務の推進・支援を
行っており、工場ごとのルールの規格化や標準化のほ
か、工場間での調整を支援する役割も担っています。
また、オフィス部門における環境保全活動は、本社総務
部が中心に推進・実施しています。

環境活動推進体制
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内部環境監査

ロッテでは、年に1～2回、各工場で内部環境監査を実施し、環境保全活動の継続的な改善に活かしています。
監査の際に、監査項目や対象に合わせてチェックリストを作成・使用することで、監査の実効性を高めていま

す。監査で指摘された「改善の機会（※）」を踏まえ、各工場で改善を図っています。

2015年度 2016年度

改善の機会の指摘（※※）（件） 76 33

なお、監査員は、独自の基準により認定された「主任監査員」「監査員」が務めています。

2015年度 2016年度

環境監査員認定者数（※※）（名） 218 234

※改善の機会：「不適合ではないが、システム改善のために何らかの対応が望ましい」と監査員が判断した事象
※※改善の機会の指摘件数および環境監査員認定者数：ISO14001を認証取得している4工場の合計値

ロッテは、従業員一人ひとりが環境保全の重要性を正しく認識し、理解を
深めることが重要と考えています。こうした考えのもと、新入社員、中途
入社・転勤者など、新たに職場に入る従業員はもとより、臨時社員も含め
て、同様の環境教育を行っています。
また、各種法定資格の取得を奨励しており、エネルギー管理士や高圧ガス
製造保安責任者などの育成に力を入れています。

環境教育の様子

従業員の教育・啓発

環境教育の評価制度

教育活動の効果を高め、実際の環境活動につなげるために、教育・訓練の有効性評価、力量（コンピテン
シー）評価を実施しています。認識度、力量進度の調査結果をもとに3～5段階で評価することで、環境教育の
実効性の向上を図っています。

環境管理責任者・事務局の取り組み

各工場の環境管理責任者・事務局では、品質保証部と定期的に会議を実施し、環境管理のシステムに関する情
報や、その他の環境情報を共有しています。
また、ISO14001が2015年に規格改訂されたことから、この改訂版移行に向けた準備にも携わっています。広
い視点・知見を有する外部コンサルタントのアドバイスを受けつつ必要な準備を進めるとともに、改訂規格の
内部監査員教育なども実施し、環境対応レベルの向上に努めています。
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省エネ活動の取り組み

基本的な考え方

ロッテは、限りあるエネルギーの使用量削減や環境負荷の低減を目的として、全社を通じて省エネ活動に取り
組んでいます。
エネルギー使用量の多い工場では、省エネ設備・高効率機器の導入や燃料転換を進め、オフィスでは照明の
LED化や「クールビズ」「ウォームビズ」といった活動を推進しています。
また、2017年6月には「エネルギー管理規定」を施行しました。遵守すべき明確なルールを定めることで、よ
り厳密な省エネの実践に役立てる考えです。
これらの活動は、従業員の省エネルギーに対する意識改善や啓発にも役立っており、今後も継続して取り組ん
でいきます。

菓子・アイス製造では、加熱や冷却・冷凍工程が多いこ
とから、生産工程に多くのエネルギーを使用します。
ロッテは、使用エネルギーを適切に管理するとともに、

省エネ法（※）における特定事業者の目標とされている
「中長期的にみて年平均1%以上のエネルギー消費原単位
の低減」の達成に向けて、各工場でのエネルギー使用量
の削減に取り組んでいます。

※省エネ法：正式名称は「エネルギーの使用の合理化に関する法
律」。石油危機を契機として1979年に制定された法律で、工
場・事業場、輸送、建築物、機械器具の4分野の事業者のエネ
ルギー使用について規制している。

工場の使用エネルギー管理
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3.省エネ改善チームを設け、普段気がつかないエネル
ギーのムダを見つけ、一つひとつの小さな効果を積み
重ねて確実な改善につなげることを目的に、「省エネ
パトロール」を実施しています。
「省エネパトロール」は、定期的に各工場で実施して
おり、施設の担当者および生産現場の担当者が工場を
巡回して、エネルギー使用のムダがないかを確認してい
ます。

節電の呼び掛け
圧縮エアー漏れの防止に向けた改善
照明、空調、設備の電源など、生産ラインでのムダの削
減

省エネパトロール

省エネ設備導入および省エネ改善活動

ロッテの各工場では、設備面や運用面などさまざまな角度から、省エネに向けた改善活動を実施しています。

＜設備＞
1.生産工程での環境負荷低減に向けて、運転効率・能力の高い省エネ型設備の導入および更新を、順次実施し
ています。

＜運用＞
2.省エネ委員会を開催し、取り組み成果やエネルギー使用量・CO2排出量の実績などを報告しています。
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環境に配慮した容器包装

基本的な考え方

商品の容器包装には、商品がお客様のお手元に安心・安全な状態で届き、おいしく召し上がっていただけるよ
う、「商品の品質を守る」という大切な役割があります。しかし、商品を食べ終わるとごみになってしまうの
も事実です。
ロッテは、容器包装の廃棄に伴う環境負荷をできる限り低減するために、容器包装の3R（リデュース・リユー
ス・リサイクル）、特にリデュースの推進を注力目標と位置づけ、過剰包装の見直し、容器包装の軽量化・薄

肉化（※）に取り組んでいます。

※薄肉化：厚みを減らすこと。

シュリンクフィルムの厚みを減らすことで軽量化を
実現。

内袋のサイズを見直すことで使用フィルムのセン
ターシール幅、横幅（ピッチ幅）を短縮し、軽量化
を実現。

包材の削減・軽量化

容器包装の包材を削減することは、省資源はもちろんのこと、発生するごみの削減にもつながります。
ロッテは、各種の品質試験を経て、「商品の品質を守る」という容器包装の最も重要な役割を確保した上で、
容器包装の薄肉化や面積の縮小化などに積極的に取り組んでいます。
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外箱に使用する厚紙をより軽量なものに変更したほ
か、個包装の幅を見直すことで、全体の軽量化を図
りました。
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資源の有効活用

基本的な考え方

ロッテ商品の原材料の多くは自然の恵みであり、事業を維持・存続していく上で、地球環境を保全していくこ
とは不可欠です。ロッテは、限られた資源の有効活用に努めるほか、3R（リデュース、リユース、リサイク
ル）を実践し、廃棄物発生量の低減に取り組んでいます。

ロッテの各工場では、最終的に埋め立て処分となる廃棄
物を0%に抑えるゼロエミッションへの取り組みを継続し
ており、2016年度はリサイクル率99.7%となりました。
今後もこれらの取り組みを継続していきます。

工場におけるリサイクル

49 LOTTE SUSTAINABILITY REPORT 2017



周辺環境の保護

基本的な考え方

ロッテの工場の周囲には、住宅やオフィスが多いことから、周辺環境には特に配慮しています。
地域に根ざし、地域と共生する工場として、周辺の大気・水質への影響を最小限に抑えるために、さまざまな
取り組みを進めています。

臭気対策

ガムやチョコレートなどの商品にはさまざまな香りがついていますが、この「香り」も工場外部に放出される
と、「臭気」という環境負荷になってしまいます。そのため、強力な脱臭装置を設置して香りが外部に漏れな
いよう対策しています。

水質の保全

各工場周辺の水質保全に向けては、廃水処理施設を適切に管理・運用し、法令を遵守した排水を行っていま
す。また、これらの取り組みの効果と、水環境の現状を把握するため、法律（食品衛生法・下水道法・水質汚
濁防止法など）、条例（公害防止条例など）に基づき、上下水の水質および汚泥（廃水処理で発生する産業廃
棄物）について、以下の測定・確認を実施しています。2016年度末現在、全工場において、適用される法律・
条令などの基準すべてを満たしています。

上水（市水・井水）：仕込み水用途の上水の水質測定分析
上水（工業用水・井水）：仕込み水を除く用途の上水の水質測定分析
下水総合排水：廃水処理後の水質の適正管理
脱水汚泥：廃水処理場の汚泥に有害物質が含まれていないことを確認
冷却塔冷却水：冷却水のレジオネラ属菌類の検査をして水質管理が適正であることを確認（自主分析）

さらに各工場では、従業員の意識啓発や施設点検・メンテナンス、敷地内での水質モニタリングなどにも取り
組んでいます。

50 LOTTE SUSTAINABILITY REPORT 2017



物流の環境配慮

基本的な考え方

日本全国のお客様に商品をお届けしているロッテにとって、物流に伴う環境負荷の低減も、大切な取り組み課
題の一つです。ロッテは、商品積載数の向上に努めるとともに、同業他社との共同配送の取り組みやモーダル
シフトを推進することで、負荷の低減に努めています。

共同配送の取り組み

ロッテでは、同業他社や運送業者・倉庫業者などと協力し、一部エリアの商品配送を共同で行うことで、
トラックの台数を減らし環境負荷の低減につなげています。

共同配送のイメージ

※図は共同配送の一例です。

51 LOTTE SUSTAINABILITY REPORT 2017



エコシップマーク

モーダルシフトの推進

モーダルシフトとは、輸送手段をより環境負荷の少ないものへ転換することです。遠くの地域へ多くの商
品を輸送する際、トラックなどよりも、鉄道や船舶などを利用するほうが、一度に多くの商品を運ぶこと
ができ、環境負荷の低減につながります。
ロッテでは、このモーダルシフトの一環として、船舶の活用を推進しています。現在は九州から大阪への
商品の輸送に船舶を使用することでCO2排出量を削減しています。

2015年度 2016年度

CO2排出量の削減（トン／年） 約144 約173

こうした取り組みが認められ、2002年度に「エコシップマーク優良事業者」（※）に認定されています。
また、船舶以外にも、関東から九州、北海道などの長距離輸送の一部で鉄道を活用しています。

九州-大阪間の船舶輸送
フェリーに乗り込むロッテ商品を載せたトラック

※エコシップマーク事業者：エコシップ・モーダルシフト事業実行委員会に認定された、環境
負荷の少ない海上輸送を一定以上の割合で利用した荷主企業や物流企業のこと。
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社会貢献活動

基本的な考え方

ロッテグループは、「社会との共生」をテーマに掲げ、社会貢献活動に取り組んでいます。
活動にあたっては、事業活動に関連する分野、また、特に社会的要請の高い分野から「健康・咀嚼」「地域」
「スポーツ・文化」「教育支援」「交流」「自然・環境」の6つの領域を選び、これに合致する活動に優先し
て取り組んでいます。

社会貢献詳細はこちら

社会貢献の重点活動分野

そのほかの活動については、ロッテホームページ内CSR「社会貢献活動」でご紹介しています。

社会貢献詳細はこちら
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主力工場である浦和工場と狭山工場では、お客様や地域
の方々を対象とした工場見学を実施しています。安全・
安心なお菓子づくりの様子を実際にご覧いただくととも
に、環境への取り組みを知っていただくための大切なコ
ミュニケーションの場として、子どもたちを対象とした
食育推進活動に取り組んでいます。
2工場の見学者数の累計は、2016年度末時点で35万人を
超えました。現在、狭山工場では、チューインガムの包
装ラインの見学のほか、模型を使ったお菓子づくりの説
明や食品素材を使った体験実験などを実施しています。
浦和工場ではチョコレート製品の生産ラインを紹介して
います。また、浦和工場は、2013年にさいたま市の「環
境に関する協力事業所」として登録されています。その
活動の一環として、ホームページに掲載した環境に関す
る記事の一部などをホールに展示しています。
今後も、子どもたちにとって身近なお菓子づくりに関す
る学習機会を通じて、"食"や"ものづくり"、"環境保全"な
どに対する興味・理解を喚起してまいります。

工場見学を通じた地域交流の実施

入口では季節の草花がお出迎え 歴代のコアラのマーチのパッケージを展示 ハロウィンの展示を実施

展示物も季節に合わせてお色直し ホールでは環境活動について展示
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狭山工場 コアラのマーチの生地焼き実験 狭山工場 ガム糖衣がけ模型

親子のふれあいに貢献

浦和工場・狭山工場の工場見学では、小・中学校の社会科見学など、団体を主な受け入れ対象としています
が、学校が休みの期間には、少人数のグループによる見学も受け入れています。ご家族でお菓子ができあがる
までの工程を楽しくご覧いただいています。
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ロッテはガムをはじめとする菓子類（食品）を扱う企業として、現在社会問題と
なっている成人病予備軍（未病）への対応の一環として、下記（１）～（３）の
セミナーに主催・協賛しています。これは、従来から開催していた2種の「健康
セミナー」に、2016年度より新たに1種類を加えたものです。

（１）咀嚼が創る健康長寿
（２）マイナス１歳からはじめるむし歯予防
（３）歯周病予防

「咀嚼が創る健康長寿」は、NHK文化センター主催、公益社団法人日本歯科医師
会後援で、2009年から開催しています。本講座では、高齢者の方にとっての、咀
嚼と健康の関係をお伝えするため、咀嚼の効用をわかりやすく解説しています。
「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」は、公益社団法人母子保健推進会議と
ロッテとが共催する形で、開催地の県市行政の協力を頂き、2012年度から地域
の母子保健推進員らを対象として展開しています。むし歯菌の母子伝播を防ぐ、
妊娠期からのむし歯予防を呼びかけています。
「歯周病予防」は、シティリビング主催、公益社団法人日本歯科医師会後援で、
2016年に開始しました。本講座では、全身の健康とも関連の深い、口腔ケアと
歯周病予防について情報発信しています。
2016年度は全国計7か所でこれらのセミナーを実施しました。

各地で「健康セミナー」に協賛

「お菓子のチカラで、みんなを元気に」。ロッテは、創業以来この想いを
ずっと大切にしてきました。
2011年4月からは、お菓子がもつ不思議なチカラ ―― 人の気持ちを和ま
せたり、気持ちと気持ちをつないだりするチカラで、みんなのキモチをつ
ないでいきたい、という想いのもと、「キモチつながるプロジェクト」を
展開。手づくりお菓子教室やスポーツイベントなどの支援活動を通じて、
たくさんのキモチをつなぐ活動を行っています。
今後もこれらの活動を継続していく予定です。

「キモチつながるプロジェクト」

その他の活動トピックス（2016年度）

[健康・咀嚼] 噛むことからはじめる「健康セミナー」に協賛

[交流] 奨学事業及び研究助成事業（公益財団法人ロッテ財団）

当財団は、株式会社ロッテの創業者である重光武雄氏によって設立された「財団法人ロッテ国際奨学財団」を前身
としています。
国内の大学などで学ぶ、主としてアジアからの留学生を対象として奨学金を給付し、経済的に援助するとともに、
交流会や研修旅行などさまざまな行事を開催し、同じ学生や財団役職員との交流を促進することで、精神面でのサ
ポートも行ってきました。財団が援助を実施した奨学生は、2017年4月時点では累計で500名を超えています。
2012年度に「公益財団法人ロッテ財団」と改名して以降は、この奨学事業に加えて、さらなる公益事業の充実と発
展をめざすこととし、2014年度から若手研究者を対象とした「食と健康」に関する研究助成事業を行っています。
第4回目の助成となる2017年度研究助成では、「研究者育成助成〈ロッテ重光学術賞〉」で応募者29名中2名が、
「奨励研究助成」で111名中13名が助成対象者として選ばれ、2017年2月に贈呈式が執り行われました。
ロッテグループは、さらなる社会貢献を実施する観点から、"夢の実現"を目指して日々努力する若い人材の育成に賛
同し、財団活動を通じて今後とも支援していきます。

「キモチつながるプロジェクト」を展開

そのほかの活動については、ロッテホームページ内「社会貢献活動」でご紹介しています。

社会貢献詳細はこちら
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海外での社会貢献活動

ポーランドの首都ワルシャワにあるグループ会社・ロッテウェデル社の本
社社屋（工場、オフィス）は、1927－1931年にかけて建設された歴史的
に価値のある建造物です。特にその壁面は、第二次世界大戦の混乱を経て
なお建設当時の姿を保っており、当時のワルシャワの建築を現代に伝える
重要な産業遺産に指定されています。この社屋の外見を保つため、2007
年から2010年にかけて外壁の清掃を行ったほか、増改築などを実施する
際は、現地・ワルシャワ市の法令に従い、適宜必要な許可を得ながら進め
ています。

ロッテウェデル社屋

歴史ある社屋の外観を保存：ポーランド

オーストラリアだけに生息する野生動物コアラは、都市開発などにより生
息数が大幅に減少しています。同国では野生コアラの調査と長期にわたる
保護を目的に「コアラ基金」が設立され、主食であるユーカリの森を守り
植樹するなど幅広い活動が展開されています。
ロッテは「コアラのマーチ」の発売10年にあたる1994年から同基金に協
力し、日本におけるゴールドスポンサーとして、絶滅危惧種にも指定され
るコアラの保護活動を支援しています。

野生のコアラの保護を支援：オーストラリア

ロッテでは、途上国の妊産婦と女性を守る公益財団法人
「ジョイセフ」の"お母さんを笑顔にする活動"に賛同
し、2008年から毎年、ガーナ共和国へ再生自転車約200
台分を届ける取り組みを支援しています。
診療所が不足している現地の村に届けられた再生自転車

"お母さんを笑顔にする活動"を支援：ガーナ
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は、保健推進員や助産師が利用し、妊産婦の診療所への
搬送や家庭訪問による健康教育などに用いられます。1台
の自転車によって600～800人に基礎的な保健医療活動を
行えるようになるとのことです。
今後も女性を笑顔にする活動を支援していきたいと考え
ています。
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